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β但し、「4．オープンアクセスの現状」は除きます。



中期ビジョン・中期計画策定の背景
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検討を始めるにあたって

ÂJPCOARは、機関リポジトリ推進委員会、デジタルリポジトリ連合
（DRF）、JAIRO Cloudコミュニティを統合して設立

→それぞれから引き継ぐ活動を整理

Âオープンサイエンスの推進に向けた国内外の状況
• G8科学大臣及びアカデミー会長会合（平成25年6月）での共同声明

• G7茨城・つくば科学技術大臣会合での「つくばコミュニケ（共同声明）」（平成
28年5月）

• 内閣府「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について」（平成
27年3月）

• 第５期科学技術基本計画（平成28年1月閣議決定）

• 科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会「学術情報のオープン
化の推進について」（審議まとめ）（平成28年2月）

Âオープンアクセスのより一層の推進

Â次期JAIRO Cloudの開発と今後の継続的・安定的な運用
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統合イノベーション戦略についての見解

Â『統合イノベーション戦略』についての運営委員会としての見
解を8月2日付で公表。

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=74#_href_243

Âオープン・アンド・クローズ戦略の主としてオープンの部分を担
う。

Â研究データの保存・管理については、それらに携わる関係者
とのより一層の連携が必要。
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中期ビジョン・中期計画の概要
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中長期計画検討タスクフォース

Â検討のためタスクフォースを設置

メンバーは運営委員8名とオブザーバ3名

Â設置の目的：2013年に機関リポジトリ推進委員会によって策
定された「大学の知の発信システムの構築に向けて」を参考
に、JPCOARとしての中長期目標・計画を策定する。

Â設置期間：2018年4月～2019年3月
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基本的な方向性

Â2019年度～2021年度における方向性を示す。

Âオープンサイエンスの推進
• オープンアクセスをベースにオープンサイエンスを推進

• 研究データの管理、保存、公開（主に公開を担う）

Âオープンアクセスのより一層の推進
• 多様なコンテンツへの対応

• コンテンツの活用促進、コンテンツの価値を高める

Â人材育成
• 新しい時代を担う中核的な人材の育成
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構成

Â現状認識 －機関リポジトリを取り巻く環境の変化－

Â中期ビジョン

2019年度～2021年度におけるビジョン

Â中期計画

中期ビジョン実現のための2019年度から2021年度における5

つの中期計画

Â中期計画に基づく活動

2019年度から2021年度に実施するより具体的な活動

Â実施担当

中期計画・活動計画を実施する担当を明確化
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現状認識
Âオープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）は、2016年の創設

以来、世界にも類をみないオープンアクセスリポジトリコミュニティと
して成長を続けている。
ÂJPCOARは、大学図書館界全体として活動するリポジトリの新しい

コミュニティとして、機関リポジトリによる学術文献を中心としたオー
プンアクセスを進めることで、学術情報流通の改善を行ってきた。

Âリポジトリを取り巻く状況は近年大きく変化している。とりわけ、世界
的潮流となっているオープンサイエンスに関して、「第5期科学技術
基本計画」では、「オープンサイエンスとは、オープンアクセスと研究
データのオープン化（オープンデータ）を含む概念」とした上で、イノ
ベーションを生み出す知の基盤としてのオープンサイエンス推進が
謳われている。

Â学術成果のオープン化に寄与するため、オープンアクセスに関する
これまでの取り組みを土台として、オープンサイエンスの推進に、国
内外の団体との連携を密にしながら取り組んでいくことが必要とな
る。
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現状認識－機関リポジトリを取り巻く環境の変化－（案）

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）は、2016年の創設以来、
世界にも類をみないオープンアクセスリポジトリコミュニティとして成長を続け
ている。また、JPCOARは、大学図書館界全体として活動するリポジトリの
新しいコミュニティとして、機関リポジトリによる学術文献を中心としたオープ
ンアクセスを進めることで、学術情報流通の改善を行ってきた。今後もそれ
が基礎であることに変わりはなく、学術雑誌論文のセルフアーカイブ、紀要
論文、学位論文の公開という機関リポジトリの基本的な機能のみならず、リ
ポジトリを通じた知の発信システムとして多様な学術成果の発信を進めてい
く。一方で、リポジトリを取り巻く状況は近年大きく変化している。とりわけ、
世界的潮流となっているオープンサイエンスに関して、「第5期科学技術基本
計画」では、「オープンサイエンスとは、オープンアクセスと研究データのオー
プン化（オープンデータ）を含む概念」とした上で、イノベーションを生み出す
知の基盤としてのオープンサイエンス推進が謳われている。JPCOARもそ
の設立趣意書にあるように、学術成果のオープン化に寄与するため、オープ
ンアクセスに関するこれまでの取り組みを土台として、オープンサイエンスの
推進に、国内外の団体との連携を密にしながら取り組んでいくことが必要と
なる。
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中期ビジョン（案）1/3

Âオープンアクセスのより一層の推進

機関リポジトリをめぐる国内外の状況を踏まえ、リポジトリコ
ミュニティとしてのJPCOARは、国内外の関係する団体、コ
ミュニティと連携し、リポジトリによる知の発信システムを構築
し、オープンアクセスのより一層の推進を目指す。

2018/10/30 図書館総合展2018フォーラム 11



中期ビジョン（案）2/3

Âコンテンツ多様化への対応・コンテンツの価値を高める

→ 研究データへの対応・オープンサイエンスの推進

会員機関のニーズを踏まえ多様なコンテンツへの対応、コン
テンツの価値を高めるリポジトリの機能向上に努めるとともに、
研究データにも対応するリポジトリ環境の整備を行っていくこ
とで、オープンサイエンスの推進にも寄与する。
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中期ビジョン（案）3/3

Â人材育成

めまぐるしく変化する環境に対応し、JPCOARのコミュニティ
としての機能を強化し、会員機関全体の底上げを図るととも
に、新しい時代を担う中核的な人材の育成に努めていく。

2018/10/30 図書館総合展2018フォーラム 13



中期ビジョン（案）全文

機関リポジトリをめぐる国内外の状況を踏まえ、リポジトリコミュ
ニティとしてのJPCOARは、国内外の関係する団体、コミュニ
ティと連携し、リポジトリによる知の発信システムを構築し、オー
プンアクセスのより一層の推進を目指す。会員機関のニーズを
踏まえ多様なコンテンツへの対応、コンテンツの価値を高めるリ
ポジトリの機能向上に努めるとともに、研究データにも対応する
リポジトリ環境の整備を行っていくことで、オープンサイエンスの
推進にも寄与する。また、このめまぐるしく変化する環境に対応
し、JPCOARのコミュニティとしての機能を強化し、会員機関全
体の底上げを図るとともに、新しい時代を担う中核的な人材の
育成に努めていく。
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中期計画（案）
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1．オープンサイエンスの推進に寄与するため、研究データ
の公開基盤の整備、支援体制の強化を図る。

2．オープンアクセスを推進する学術情報流通インフラを整備
する。

3．オープンアクセスリポジトリを支えるコミュニティとしての機
能を強化する。

4．オープンアクセス、オープンサイエンスの推進に対応でき
る人材育成を行う。

5．協会活動を促進する安定的な運営の基盤を強化する。



中期計画に基づく活動（案）
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1.1 研究データ対応を見据えた国内機関リポジトリの役割、機
能要件を明らかにし、研究データ公開基盤を整備する。

1.2 国内外の関連機関と連携し、研究データの情報流通を促
進するための活動を行う。

1.3 研究データの管理・共有・公開を促進するため、研究支援
職員の意識、スキルの向上を図り、会員機関における活
動を支援する。
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1．オープンサイエンスの推進に寄与するため、研究データ
の公開基盤の整備、支援体制の強化を図る。



2.1 コンテンツの流通、活用を促進するため、次世代リポジトリとして

の機能の強化を図り、オープンアクセスを推進し、研究データに
も対応する。

2.2 多様なコンテンツの流通を支えるメタデータスキーマである
JPCOARスキーマの普及に努め、国際的な相互運用性を確保
するために適切な維持管理を行う。

2.3  外部データとの連携を支える永続的識別子の活用を促進する。

2.4 著作権等のポリシーやライセンスに関する動向を確認し、学協
会等への適切な働き掛けを行う。

2.5 コンテンツの再利用を可能とするため、著作権者によるライセン
スの付与を促進する。

2.6 国立情報学研究所と連携・協力し、JAIRO Cloudを安定的、持
続的に運営する。
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2．オープンアクセスを推進する学術情報流通インフラを整備
する。



3.1 コミュニティ活動を支援するため、会員相互の情報交換の
場を提供する。

3.2 国内外の最先端の取組、技術や知見を収集し、会員機関
へ提供する。

3.3 JAIRO Cloudコミュニティサイト等を通じた、JAIRO Cloud

利用機関へのサポートを行う。また、JAIRO Cloud移行機
関へのサポートも引き続き実施する。

3.4 会員機関におけるコンテンツの充実のための取り組みや
ポリシーの策定など、各機関が主体的に実施する活動に
ついて、コミュニティとして情報共有を図る。

3.5 会員機関が実施する優れた取り組みへの支援を行い、そ
の成果を協会、会員機関へ還元する。
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3．オープンアクセスリポジトリを支えるコミュニティとしての機
能を強化する。



4.1 オープンアクセス、オープンサイエンスの推進に対応でき
る人材に必要となる標準的な技能や知識を明確にする。

4.2 オンラインによる学習を含め、新任担当者、研究支援者な
ど様々な対象・レベルの研修の機会の充実を図る。

4.3 作業部会、タスクフォース、海外派遣などの活動を通じて、
オープンアクセス、オープンサイエンスを牽引する中核的
人材の育成を支援する。
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4．オープンアクセス、オープンサイエンスの推進に対応でき
る人材育成を行う。



5.1 オープンアクセスの推進を図るため、会員機関の拡大を図
る。

5.2 人的及び財政的な活動基盤をより強固なものにして行く。

5.3 協会の活動及びその成果を広く発信し、国内外での協会
の認知度向上に務め、海外においては特にアジアでの存
在感を高める。

5.4 国際的な取組みに積極的に関与するため、オープンアク
セス、オープンサイエンスを推進している国際的なコミュニ
ティやイニシアティブとの連携を進める。

5.5 リポジトリを活用したオープンアクセス及びオープンサイエ
ンスを推進するため、関連する国内の機関や組織等と適
切に連携を行っていく。
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5．協会活動を促進する安定的な運営の基盤を強化する。



実施体制について

Â中期計画を実施しやすい体制を作る。

Âタスクフォースの活動から、継続的な取り組みが必要なものを
協会の活動として位置付ける。

現在の作業部会・タスクフォースの再編を予定
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今後の予定

Â会員機関からのコメント募集（形式未定）

Â関連するコミュニティ等との意見交換

Â2018年度総会にて審議
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参考資料
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1．JPCOARの目的と活動
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JPCOARの目的

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）は、

リポジトリを通じた知の発信システムの構築を推進し、
リポジトリコミュニティの強化と、

我が国のオープンアクセス並びにオープンサイエンス
に資することを目的とする。
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重点目標

目的達成のため、次の重点目標を掲げている。

Âオープンサイエンスを含む学術情報流通の改善

Âリポジトリシステム基盤の共同運営と有効活用

Âリポジトリ公開コンテンツのさらなる充実

Â担当者の人材育成のための研修活動

Â国際的な取組みに対する積極的連携
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組織
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活動内容
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作業部会・TF（2018年度）
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常設の作業部会と課題解決のために随時設置するタスクフォース



2．設立趣意書
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JPCOARの設立趣意
（抜粋）

Â学術研究成果のオープンアクセス化に寄与することは、単に図書館
の活動にとどまるものではなく、個々の研究者や大学・研究機関に
とっての必須条件となりつつある。

Â大学図書館としては、時代の急速な変化に対応するため、研究成
果の発信を普及・定着させると共に、人 材育成はもとより、JAIRO 
Cloudを始めとする機関リポジトリシステムの機能改善および共同
運営の側面から、機関リポジトリを構築・運用することの意義を高め
るための取組みを推進していかなければならない。

Âこの取組みをより効果的に推進していくため、機関リポジトリを中心
とするオープンアクセスに関する既存の枠組み(コミュニティ)を再
編・統合し、これまでのコミュニティへの未参加機関も積極的に迎え
入れることにより、大学図書館界全体として活動する場となる機関
リポジトリの新しいコミュニティである「オープンアクセスリポジトリ推
進協会」を設立するものである。
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当面の重点目標

Âオープンサイエンスを含む学術情報流通の改善

Â機関リポジトリシステム基盤（JAIRO Cloud）の共同運営と有
効活用

Â機関リポジトリ公開コンテンツのさらなる充実

Â担当者の人材育成のための研修活動

Â国際的な取組みに対する積極的連携
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具体的な活動

ÂJAIROCloudの共同運営

Â人材育成

Âその他
• 機関リポジトリの機能開発を行う。

• 機関リポジトリ、オープンアクセスに関する情報交換の場を創設する。

• 機関リポジトリ、オープンアクセス普及のための広報・啓発活動を展開
する。
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3．オープンサイエンスの推進
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オープンサイエンスの世界的な動き
○ G8 科学大臣及びアカデミー会長会合（共同声明）（平成25年6月､英国（ロンドン））
Â科学的発見やイノベーション、科学の透明化や科学への国民参画等を加速させるため、

科学研究データのオープン化を確約
Â公的資金の提供を受けた研究成果へのアクセスを拡大させる政策を推進する機会及び

責任を有することを認識

○ G7 茨城・つくば科学技術大臣会合「つくばコミュニケ」（共同声明）（平成28年5月）
Â研究分野によって事情や状況が異なることを念頭に置きつつ、オープンサイエンスを推

進
Âオープンサイエンスに関する世界共通の原則の必要性、オープンサイエンスは学術論

文へのオープンアクセスとオープンデータを含む必要性を認識
Â研究者や研究機関にインセンティブを付与するなど、オープンサイエンスを支える基盤

を強化

○ G7 科学大臣会合（平成29年秋､イタリア）
Âオープンサイエンス・ワーキング・グループについて、オープンな研究エコシステムに資

するインセンティブや、研究データ最適利用のためのインフラの検討に注力して活動を
継続し、次回大臣会合において、各国の取組や優良事例について報告
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オープンサイエンスに関する国内の動き1/3

○ 内閣府国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する
検討会「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方につ
いて」（平成27年3月）

Â公的研究資金による研究成果（論文、研究データ等）の利活
用促進を拡大する。

Â公的研究資金による研究成果のうち、論文及び論文のエビ
デンスとしての研究データは、原則公開とし、その他研究開発
成果としての研究データについても可能な範囲で公開するこ
とが望ましい。
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オープンサイエンスに関する国内の動き2/3

○ 第５期科学技術基本計画（平成28年1月閣議決定）

Â国は、資金配分機関、大学等の研究機関、研究者等の関係者と連

携し、オープンサイエンスの推進体制を構築する。公的資金による
研究成果については、その利活用を可能な限り拡大することを、我
が国のオープンサイエンス推進の基本姿勢とする。その他の研究
成果としての研究二次データについても、分野により研究データの
保存と共有方法が異なることを念頭に置いた上で可能な範囲で公
開する。

Â研究分野によって研究データの保存と共有の方法に違いがあるこ
とを認識するとともに、国益等を意識したオープン・アンド・クローズ
戦略及び知的財産の実施等に留意することが重要である。

Âオープンサイエンスの推進のルールに基づき、適切な国際連携に
より、研究成果・データを共有するプラットフォームを構築する。
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オープンサイエンスに関する国内の動き3/3

○ 科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会「学術情
報のオープン化の推進について」（審議まとめ）（平成28年2月）

Â公的研究資金による研究成果のうち、論文及び論文のエビデ
ンスとしての研究データは原則公開とすべきである

○ 日本学術会議オープンサイエンスの取組に関する検討委員
会「オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり
方に関する提言」（平成28年7月）

Â研究分野を超えた研究データの管理及びオープン化を可能と
する研究データ基盤の整備

Â研究コミュニティでのデータ戦略の確立
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統合イノベーション戦略（将来像）

「統合イノベーション戦略」（平成30年６月15日閣議決定）

第２章知の源泉（２）オープンサイエンスのためのデータ基盤
の整備

〇目指すべき将来像

Â国益や研究分野の特性等を踏まえて、オープン・アンド・ク
ローズ戦略を考慮し、サイバー空間上での研究データの保
存・管理に取り組み、諸外国の研究データ基盤とも連携して巨
大な「知の源泉」を構築し、あらゆる者が研究成果を幅広く活
用

Âその結果、所属機関、専門分野、国境を越えた新たな協働に
よる知の創出が加速
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統合イノベーション戦略（目標）

〇目標

＜リポジトリの整備及び展開＞

Â機関リポジトリを活用した研究データの管理・公開・検索を促進するシステ
ムを開発し、2020 年度に運用開始

＜研究データの管理・利活用についての方針・計画の策定等＞

Â研究成果としての研究データの管理・利活用のための方針・計画の策定
を促進

Âこれらの方針・計画に基づき公的資金による研究データについて、機関リ
ポジトリを始めとするデータインフラで公開を促進

Â公的資金による研究成果としての研究データについては、データインフラ
を通して機械判読可能性と相互運用性を確保するとともに、公開する研究
データについては諸外国の研究データ基盤との連携を促進

＜人材の育成及び研究データ利活用の実態把握＞

Â研究データの利活用を図るため、研修教材の活用を促進するとともに、実
態把握を行いながら、研究者や研究支援職員の意識を向上
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統合イノベーション戦略（課題及び方向性）

〇目標達成に向けた主な課題及び今後の方向性

Â機関リポジトリにおける研究論文以外の研究データの登載や、研
究データの管理・利活用の方針・計画の策定が進んでいないなど、
取組が不十分であり、研究者のデータ管理・利活用の意識や基本
的な考え方についての認識も低い

Â内閣府（科技）は、国際認証基準等に基づくリポジトリの整備・運用
のガイドライン及び国研におけるデータポリシーの策定を促進する
ためのガイドラインを2018 年度に策定

Â研究データの特性等を踏まえて研究データを保存・公開するため
のリポジトリの整備や研究データの管理・利活用のための方針・計
画の策定を促進し、データインフラを通じた機械判読可能性と相互
運用性の確保、諸外国の研究データ基盤との連携を促進

Â研究者や大学・国研等における現状・取組等についての調査・分
析を行い、研究者等の意識向上等に資する方策を検討
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4．オープンアクセスの現状
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機関リポジトリの現状
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学術機関リポジトリ構築連携支援事業 機関リポジトリ統計より
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IRDBコンテンツ分析システムより
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学術機関リポジトリ構築連携支援事業 機関リポジトリ統計より

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/
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IRDBのデータから作成（2018.9時点）
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第9期科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会（第２回）資料3より
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第9期科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会（第２回）資料3より


